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Yoshinari KAWABATA : ON THE INFLUENCE WHICH THE INOREASE OF FOOD AND 

LIGHTING AT NIGHT HAVE UPON THE BODY WEIGHT AND THE HAIRGROWTH OF 

ANGORA RABBITS.
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　アンゴラ冤における毛鑑毛質と他要素との関係，その他皮属組織等については京都大単α舗砥によ

り一応明かにされ，嫁兎育成の飼養標準については，田先，角田民等により研究されてはいるが・ア

ンゴラ兎の育成工央の分野につV・ては研究が殆んどない。しかもアシゴラ冤は短毛兎と興り，その仲

質が盧躬で梅雨期の驚死輩は一般に極めて大であり，これがアンゴラ仔冤育成飼奮止の火なる瞭審と

なつている。この障審に対する方策の一一つとして，一部飼奮嫁にとりV・れられている夜間囎給餌が・

如何なる勘果のあるものであるかを明かにすることは，極めて大切であると聴える。濠ね人工照明に

より・アンゴラ兎の発育及毛の伸畏，ひいては産毛澱め檎大な儒する飼膏鋳ξがあるが，もし効果があ

るものとすれば，内分泌学上も極め℃興味ある展開が予想され為ので，夜間増給餌と入工照明とを禽

せて実験を計画し猷験しねものである。
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殆んどないと蒋えられる。零た人工照明による影響も認められない。
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7ダ　　　　　　　　　　　　給餌は有勘なる慕を知つた。綜じて休翼禰加に夜間増

錘　　　　　繍は働て徽であり，購雛ガ・あると肺れ
　　　　　　　　　　　　　　　る。
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　　　第il衷2ヵ月背部の個俸蓮の検児表　　も明力、に個体差が認められナこ。

　　　　　い唄d・1・・　このことから万ゴラ駒報醐騰大きく個櫨徽く

論、i調諏舵徽ら　灘る㈱㈱は極めて灘
’．・」 撃Q，43・・56i　ggl－1一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．嬰　　　約

　アンゴラ仔兎育成において，夜間増給餌及人工照明の体重増加並弔畏に及礒す影響につ趣賦験し旗

紬果，体璽噛加に開しては夜闇噌給餌が極めて衡効であり，、しかもその効果は昂期に築珊し1且椿繊

性がある事が憂つた。ま旗給餌．L余り無駄もなかつた。人工照明は殆んど勘巣麹期祷繊來ない。慈畏

については爽験上叉飼育上個休繋大津い禦を欝い得るのみで，結論ll勺には轡い鱒ないが，概して夜闘

増給餌も人工照明もその効果を期徳…する斑は園難の様に思われ，一郁飼脊隷の欝は管灘無駄ヒの麟に

帰せしむる方がより正当であると推禦される。最後に誌上を借り，翻手角田楚茂の助力に彫く繊鶴の
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